ZCZ符号を用いた多ユーザCS-CDMAシステムにおけるMIMO-STBC by Yapa Appuhamillage  Don  Shanaka  Pradeep
                                 修 士 論 文 の 和 文 要 旨 
 
大学院  情報システム学研究科 博士前期課程 情報システム設計学 専攻 
氏     名 
Yapa Appuhamillage Don Shanaka 
Pradeep. 
学籍番号：0550042 
論 文 題 目 ZCZ符号を用いた多ユーザCS-CDMAシステムにおけるMIMO-STBC 
 
 要  旨 
研究目的： 
次世代無線通信では映像配信や音楽配信などの様々なサービスが普及し始めてい
る。その中で携帯電話を利用したサービスに世界が注目を集めているのでそれに
伴う、デジタル無線システムにおける通信の品質や高信頼性の高いサービスや広
帯域での高速伝送が高い要求を求められている。しかしながら、移動体通信では
信号が複数の経路を通して受信されるので信号の劣化が生じている。このような
現象がマルチパスフェージングと呼び、さらに、利用者が増えるとマルチユーザ
干渉（MAI）など起き信号情報の品質がさらに悪くなっている。そこで、周波数選
択性フェージングに強いDS-CDMAシステムを利用しMAI用の対策に近代の研究では
注目されている。そのひとつとしてあげられるのはZero-Correlation-Zone（ZCZ）
符号である。 
 一方、マルチパスフェージングの影響を軽減する技術としてアンテナダイバー
シティが知られている。その中でも送信ダイバーシティ技術の一つである時空間
ブロック符号化 (STBC :Space-time Block Coding)が狭帯域の通信システムの性
能を高める方式として提案されている。しかしマルチパス・ダイバーシティが存
在する広帯域の伝送に対してSTBCの利用はまだ十分研究されていない。 
 本研究では通信品質が高い高速伝送に適用できる、周波数選択性フェージング
やMAIに強い新たなシステムについて研究を行った。それを実現するにはZCZや
STBC技術を用いた、送信側と受信側の両方に複数のアンテナを使ったMIMO 
(Multi-Input Multi-Output) システムを目指している。 
方法： 
本研究の大まかな流れとしては、現在使われているGoldやM系列やWalshなどの拡
散符号を用いたDS-CDMAシステムとZCZ符号を計算機で生成してそれを用いた畳み
込み拡散（CS）-CDMAシステムをSISOやMIMOシステムに展開しました。マルチパス
環境による受信モデルではRAKE受信機を利用した。そして、それらのシステムを
計算機でMatlabを利用して計算機シミュレーションを行った。その結果を基にし
て現代のシステムとの性能の評価を行った。 
結論： 
計算機シミュレーションの結果よりZCZ-CS-CDMAを用いたMIMO-STBCシステムでは
フルユーザとマルチパスの環境でのビット誤り率が一番軽減されていることが判
明した。この結果にはZCZ拡散符合の特性に大きく依存し、それによってRAKE受信
機からもパスダイバーシティを発揮していることである。さらにSTBCによるMIMO
チャンネルでの伝送の場合は受信アンテナ数を増やすことによって受信ダイバー
シティ利得が大きくなるのでシステムの性能を向上できる。 
 
